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既設橋梁の復元設計システム
写真と基本データから橋梁図面の復元

長　﨑　富　彦

に基本情報となる設計ਤॻが保ଘࡍྊにおいては管理やิ修のڮいݹ，଎に進Ήなかٸ化がٺྊの࿝ڮ
されていない現ঢ়がある。
本報ࠂは，ط設ڮྊの設計ਤ面を建設当࣌の基準によΓ࠶設計しਤ面を෮ݩする技術঺հであΓ，また

これをソフトウェアで実現したものである。設計৚件がه載された一般ਤか，一般ਤがແい場合はڮのࣸ
ਅとॡ工年・֨ڮ・෯員・支間長・主ܻ本数・主ܻ高・構଄形ࣜ・ࣼ֯の基本データがあれ͹，設計計ࢉ
ॻと数量計ࢉॻおよび設計ਤ面（構଄ৄࡉਤ）を෮ݩできる。
キーワードɿڮ��ྊਤ面，ط設ڮྊ，ਤ面෮ݩ，ਤ面࠶現，ิ修設計

1．はじめに

શࠃで 2 N以্のڮྊは໿ 7� ສڮଘ在し，このう
ͪ建設ޙ 5� 年を௒えたڮྊのׂ合は，平成 25 年では
18ˋであるが，ͦの 1� 年ޙには �3ˋ，2� 年ޙには
67ˋ΁と૿加する オϦンϐッژから5�年લの東ࠓ。（1
クલޙから高度経ࡁ成長ظにू中的に建設したڮྊの
࿝ٺ化が進Έ，Սけସえや修સのظ࣌にきている。
中ԝ自動ंಓのࢠ࡫トンωルの事ނは௧ましいهԱ
であるが，ڮྊについてもམڮや部෼ഁଛなͲの事ނ
がいくつかฉかれるようになってきた。このような現
ঢ়を受けてࠃ౔ަ௨লは，ࡢ年 7月にશࠃ 7� ສڮに
ついて 5年͝との定ظ点検をٛ務化し，҆શ対ࡦを進
めている。
一方で，地方自治体が管理するڮྊの໿൒数は建設
年度が不明で，「ಓ࿏୆ா（ڮௐॻ）の作成が不े෼」
ྊ設計ਤॻを保ଘ・管理していないಓ࿏管理者もڮ」
多数ଘ在」ともࢦఠされている 2）。また「ิ修するڮ
ྊのਤ面がなく，必要以্のඅ用がかかった」ことに
ついて，ある県議会で໰୊ࢹされたとのχϡースも
あった。
このように地方自治体を中心としてਤ面等の設計ࢿ
ྉがద੾に保ଘ・管理できていない場合が多く，ڮྊ
のҡ࣋管理およびิ修・ิ 。に໰୊が生じているࡍのڧ
は，このようなਤ面が保ଘできてࠂ回঺հする報ࠓ
いない໰୊について，؆ศにղܾする技術である。

2．本技術の概要

本技術は，設計ࢿྉが保ଘ・管理されていないط設
するものであΓ，またͦのखஈݩྊの設計ਤ面を෮ڮ
としてソフトウェアで自動化を実現している。෮ݩす
る方๏は建設当࣌の基準で設計をし直して，ͦの݁Ռ
を用いてਤ面を作成するものである。実ࡍに現ڮを測
量して計測するわけではないので，1 NN୯位までਖ਼
確に෮ݩすることは難しいが，管理用のਤ面や基本設
計用のਤ面として，؆୯に，҆く，ૣく作成できる特
௃がある。
わがࠃのڮྊ建設は，ত࿨ 3� 年୅以߱，高度経ࡁ
成長ظにかけてٸ଎に進Μできた。ͦれから現在にࢸ
るまで，自動ंՙ重の૿େ（トϥックのେܕ化），構
଄形ࣜの合理化，࢖用ࡐྉの高ڧ度化，設計ख๏の高
度化なͲさま͟まなม化をาΜできた（図─ 1）。

ਤᴷ ͷΠϝʔδ࢙ͷྺڮ　�

特集＞＞＞　維持管理・延命化，リニューアル
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本技術である෮ݩ設計システϜは，これらのྺ࢙に
よるม化を૊ΈࠐΜでいる点がେきな特௃であΓ，໿
6� 年間のڮྊ設計のϊウϋウが૊Έࠐまれている。
建設年度からͦの当࣌のՙ重や構଄およびࡐྉをਪ
定して設計することによΓ，当࣌の設計を࠶現するも
のである。ͦして࠶現した設計の各種ੇ๏を自動で設
計ਤ面（構଄ৄࡉਤ）を作成するシステϜである。

3．特徴と範囲

（1）特徴
従来ख๏では，現地でڮྊを測量し，ͦの݁Ռを用
いてਤ面をඳき直すことになΓ，多くのख間とඅ用が
必要であったが，本技術を࢖え͹ૣく؆୯にਤ面の෮
。にもつながるݮ࡟が可ೳなͩけでなく，コストのݩ
また設計計ࢉから෮ݩするため，୯にਤ面の࠶現ͩ
けではなく，建設当࣌の଱ՙ力確認や，建設年度を࠶
設定すれ͹現行ՙ重である #活ՙ重や"活ՙ重での
଱ՙ力রࠪなͲにも࢖用することが可ೳである。
なお本技術の෮ݩ設計を実施するためには，基本的
なデータが必要であΓ，࣍の 2つのέースがある（図
─ 2）。
B）��一般ਤがある場合は，これから設計に必要な基
本データをಡΈऔる。

C）��一般ਤがない場合でも，෯員・支間長・主ܻ高
なͲの基本データと，ڮશ体およびྺڮ൘のࣸ
ਅがあれ͹よい。ྺڮ൘からはॡ工年・֨ڮ・
。質なͲをಡΈऔるࡐ用࢖

௨ৗ B）の一般ਤがある方が，ڮશ体の形ঢ়が೺Ѳ
できるので，よΓਫ਼度よく෮ݩすることができる。
本技術の෮ݩਫ਼度をあ͛るため，「ಓ࿏ࣔڮ方ॻ」
なͲの設計基準ͩけでなく，建設年度によってҟなる
用൘ް，Ԡ力度の༨༟，ղੳ方๏のҧ࢖のࡐ߯）習׳
い，൘༹͗ܧ接の༗ແなͲ）も੝ΓࠐΜでいる点が特
௃である（表─ 1）。
これら設計基準および設計׳習は，各年୅の「ಓ࿏
建設ল標準」「設計ศཡڮಓ࿏߯」方ॻ」のଞにࣔڮ

設計」や日本ڮྊ建設協会出൛の「デザインデータブッ
ク」「ガイドϥイン設計」なͲを参考にしている。
෮ݩ設計を実施した成Ռ඼としては，設計計ࢉॻと
数量計ࢉॻおよび設計ਤ面（構଄ৄࡉਤ）となる（図
─ 3）。

（2）適用範囲
本技術である෮ݩ設計システϜのద用ൣғは，以下
のとおΓである。
ᶃ構଄形ࣜʜʜ্߯ڮ部工の᭄ܻڮとശܻڮ
　　　　　　　・合成ܻとඇ合成ܻに対Ԡ
　　　　　　　・߯চ൛および)形ڮྊは対象֎
ᶄద用年୅ʜʜ��ত࿨ 31年以߱の「ಓ࿏ࣔڮ方ॻ」に

対Ԡ

ਤᴷ �　෮ݩ設ܭʹඞཁͳσʔλ

දᴷ �　೥୅ผͷ設׳ܭशͷྫ

ত࿨ 3� 年୅ �� 年୅ 5� 年୅ 6� 年୅ 平成 1けた 平成 1� 年୅
1�55 ʙ 1�65 ʙ 1�75 ʙ 1�85 ʙ 1�8� ʙ 1��8 ʙ

用൘ް࢖のࡐ߯ マーέットαイζ（・・12
13
1�
16
1�
22
・・） 1 NN୯位
構଄ղੳのख๏ 1�� ๏ ࢉ計ࢠ֨
設計Ԡ力度の༨༟ ༨༟ 5� ʙ 1�� LH�DN2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ༨༟ແし
൘༹͗ܧ接の༗ແ ൘͗ܧ༗Γ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ൘͗ܧແし
部ࡐの共௨化 なる΂く共௨化する　　　　　　　　　　　　　　　　　　 あまΓ共௨化しない
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ᶅͦのଞʜʜ�চ൛および支ঝや৳ॖ૷ஔなͲの෇ଐ
෺は除く

4．用途例

本技術はಓ࿏管理者および建設コンαルタントでの
利用を૝定している。ಓ࿏管理者には管理用ਤ面また
はੵࢉ用ਤ面を目的として૝定している。また建設コ
ンαルタントには，以下にࣔすような目的で利用され
ている（図─ 4）。
ᶃচ൛औସえ工事のԠ力রࠪ
ᶄਫಓ管なͲのఴՍ෺設ஔによるԠ力রࠪ
ᶅ現行ՙ重の#活ՙ重によるԠ力রࠪ
ᶆ୯७ܻを連ଓ化する工事のԠ力রࠪ
ᶇ支ঝऔସえ工事の൓力ࢉ出
ᶈృ૷ృସえ工事の面ੵू計　なͲ

ᶃのচ൛औସえ工事のԠ力রࠪでは，চ൛をはつっ
たঢ়ଶで主ܻ等のԠ力がڐ容஋にೖるかͲうか検討す
ることになるが，ͦのࡍに設計ਤ面がないと൘෯・൘
ް等のੇ๏がわからないので検討ができない。ͦの場
合に本技術である෮ݩ設計を行い，ੇ๏をࢉ出するこ
とでԠ力の検討ができるようになる。
またᶄਫಓ管なͲのఴՍ෺設ஔのࡍのԠ力রࠪにお
いても同様で，ط設ڮにޙ෇けでఴՍ෺を෇けるࡍ
に，主ܻ等のԠ力がڐ容஋にೖるかͲうか検討する必
要があるが，ͦのࡍに設計ਤ面がないと検討ができな
い。この場合も෮ݩ設計を行い，建設当࣌のԠ力をࢉ
出したうえでఴՍ෺設ஔޙのԠ力検討ができるように
なる。
さらにᶈృ૷ృସえ工事の面ੵू計においては，設
計ਤ面がなけれ͹面ੵを出すことはできないが，෮ݩ
設計することによΓృ૷面ੵをす͙にࢉ出することが
できる。
これらの工事の設計検討においては，必ͣしもਖ਼確
なੇ๏を必要とするわけではないので，本技術の؆ศ
なख๏が໾立つものと考える。

5．復元設計の例と精度検証

本技術である෮ݩ設計のਫ਼度を検ূするために，平
成 6年建設ল標準設計（୯७ඇ合成᭄ܻ）3）の主要ॾ
Ռとのൺֱ検ূ݁ݩを基本データとして設定し，෮ݩ
を実施した。この標準設計のڮྊ形ঢ়は図─ 3の一
般ਤのものであΓ，検ূ݁Ռを表─ 2にࣔす。
主ܻஅ面のൺֱでは，一部の部ࡐの൘෯や൘ްで
5�ఔ度のࠩが生じているが，શ体の߯重としては 1ˋ
レϕルでほ΅一கしている。

ਤᴷ �　෮ݩ設ܭͷ੒Ռ඼

ਤᴷ �　෮ݩ設ܭͷ༻్ྫ
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6．おわりに

に，ਤ面が保管されていなࡍ点検をするظྊの定ڮ
いέースでは，本技術で設計ਤ面を෮ݩしていけ͹，
ҡ࣋管理の高度化およびิڧ設計のコストॖݮにつな
がるものであΓ，ಓ࿏管理者には，定ظ点検のࡍに合
ͤてਤ面の෮ݩを実施することを，ੋඇ͝検討してい
たͩけれ͹と思っている。
またڮ，ࠓࡢྊのେ規模ߋ৽や修સが具体化してき
た。চ൛のऔସえやܻิڧなͲ，設計に必要とされる
当࣌の計ࢉॻや設計ਤ面のݩਤとして，ੋඇ活用して
いたͩきたいと考える。
化が進ٺྊもؚめた社会インフϥの࿝ڮ，にޙ࠷
Έ，ҡ࣋管理の必要性が高まっている。௧ましい事ނ
をなくすために本技術がগしでもݙߩできたら޾いで
ある。
�

ʬߟࢀจݙʭ
� ౔ަ௨লϗーϜϖージࠃ，「（ྊڮ）ಓ࿏構଄෺の現ঢ়」，౔ަ௨লࠃ�（1
�2）�社会ࢿ本整備৹議会，「ಓ࿏の࿝ٺ化対ࡦの本֨実施に関するఏݴ」

౔ަ௨লϗーϜϖージ，平成ࠃ 26 年 � 月 1� 日
� 3）�῏શ日本建設技術協会，「建設ল੍定౔木構଄෺標準設計第 23 ʙ 27

のखҾき」，平成（ڮ୯७ϓレートガーダー）ר 6年 �月

දᴷ �　෮ݩ設ܭͷਫ਼౓ূݕ

୯位
அ面 �1（୺部） அ面 �2 அ面 �3（支間中ԝ）
൘෯ ൘ް ൘෯ ൘ް ൘෯ ൘ް

主ܻ �1
フϥンジ

の設計ݩ NN 35� 1� 58� 28 66� 36
෮ݩ設計 NN 37� 1� 6�� 28 6�� 36

ൺ཰（෮ݩ （ݩ� 1�6� 1��� 1�3� 1��� 1�5� 1���

主ܻ �1
ウェブ

の設計ݩ NN 22�� 11 22�� 11 22�� 11
෮ݩ設計 NN 22�� 11 22�� 11 22�� 11

ൺ཰（෮ݩ （ݩ� 1��� 1��� 1��� 1��� 1��� 1���

主ܻ �1
அ面ੵ

の設計ݩ DN2 375�� 566�8 717�2
෮ݩ設計 DN2 382�6 578�� 738�8

ൺ཰（෮ݩ （ݩ� 1�2� 1�2� 1�3�

શ主ܻ
（1ܻʙ 5ܻ）

߯重

の設計ݩ UPO 8��3
෮ݩ設計 UPO ���2

ൺ཰（෮ݩ （ݩ� 1�1�
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